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その際、「像意識J (画像表象)の解明のために、彼は、 3 種類の「像」を区別している。第一は、像と
はいっても絵画の画布や写真の台紙のような「物」であり、そのような「物」として知覚される (1物
としての像」と言われる)。第二は、例えば子供の写真であれば、現実の子供とは異なるがそれに似た




























物現出ではないからである J (Hua.XXIII, Text Nr.l 7) 。
このように、ここに葛藤はないのであり、「像客体」自体が「通常J の知覚的な現出ではないとされ









































係を創設する「媒体 (Medium) J という観点から捉え直すことにより、対象が意識から超越して存在す
るという「超越の謎(フッサール)J に迫ろうとしたものである。
論者はフッサールの初期 n論理学研究j) から中期 nイデーン 1 j) にかけての思索の深化を追いな
がら、眼前の事物を把握する知覚作用においては「射映 (Abschattung)J が、非現実の対象を思い浮か
べる想像作用においては「ファンタスマ」が、肖像画や写真などの画像表象においては「像客体」が、
それぞれ媒体としての役割を果たしていることを明らかにする。表象媒体に関するフッサールの考察は、
現象学的還元を方法とする「超越論的現象学」の成立時期と並行して展開されており、その点で本研究
は超越論的現象学の企図を明らかにする事例分析としての意義をもっO
まず「射映」とは事物が私にとって現れてくる側面のことであるが、この現象は知覚的現出が空間的
に広がった「一つの物」の「多様な現れ」であることを呈示することによって、「事物の超越」のあり
方を具現しているのである。これは時間的広がりをもった存在にも拡張される。たとえばメロデイーの
知覚に常に伴う「過去把持」のことを、フッサールは「射映J と表現する。この射映は、そもそも過去
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を可能にするという意味で超越の「媒体」にほかならないのである。
さらに論者は、想像作用と画像表象においては「中立変様」が不可欠の契機をなし、それが表象媒体
の成立基盤となっていることを指摘し、併せて先行するサライバの見解を批判的に吟味することによ
り、ありうる誤解を正している。
以上の考察は、表象媒体がわれわれの世界経験を拡張する機能をもつことを明らかにすることによ
り、媒体概念が現代のメディア論の基盤ともなりうることを示唆しており、フッサール現象学の可能性
を押し広げたものと評価できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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